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外
務
省
幹
部
が
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
核
持
ち
込
み
密
約
」
の
関

連
文
書
を
破
棄
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
さ
れ
る
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
十
日
付
の
朝
日
新
聞
一
面
に
、
「
核
密
約
文
書
の
破
棄

指
示

外
務
省
幹
部
、
〇
一
年
ご
ろ

元
政
府
高
官
ら

証
言
『
情
報
公
開
法
前
に
』
」
と
の
見
出
し
で
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
核
兵
器
を
搭
載
し
た
米
軍
の

艦
船
等
が
我
が
国
に
寄
港
す
る
こ
と
を
黙
認
す
る
と
し
た
い
わ
ゆ
る
核
持
ち
込
み
密
約
の
関
連
文
書
に
つ
き
、
二
〇
〇
一
年

頃
、
同
年
四
月
の
情
報
公
開
法
施
行
を
前
に
、
当
時
の
外
務
省
幹
部
が
同
省
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
全
て
破
棄
す
る
よ

う
指
示
を
下
し
て
い
た
こ
と
が
、
複
数
の
元
同
省
幹
部
、
元
政
府
高
官
ら
に
よ
る
匿
名
の
証
言
で
わ
か
っ
た
と
報
じ
る
記
事

（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

外
務
省
と
し
て
、
「
朝
日
記
事
」
を
読
み
、
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
朝
日
記
事
」
に
は
、
「
今
回
証
言
し
た
元
政
府
高
官
は
密
約
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
破
棄
の
対
象
と
さ
れ
た
文
書
に

は
、
次
官
向
け
の
引
き
継
ぎ
用
の
資
料
も
含
ま
れ
て
い
た
と
語
っ
た
。
（
中
略
）
元
政
府
高
官
は
、
文
書
が
破
棄
さ
れ
た
判

断
に
つ
い
て
『
遠
い
昔
の
文
書
で
あ
り
、
表
向
き
な
い
と
言
っ
て
き
た
も
の
を
後
生
大
事
に
持
っ
て
い
る
意
味
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
』
と
説
明
し
た
。
」
、
「
別
の
元
政
府
関
係
者
は
『
関
連
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
は
北
米
局
と
条
約
局
（
現
国

一



際
法
局
）
と
見
ら
れ
る
が
、
情
報
公
開
法
の
施
行
直
前
に
す
べ
て
処
分
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
』
と
述
べ
た
。
」
、
「
た

だ
、
両
氏
と
も
焼
却
や
裁
断
な
ど
の
現
場
は
確
認
し
て
お
ら
ず
、
元
政
府
関
係
者
は
『
極
秘
に
保
管
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は

残
っ
て
い
る
と
思
う
』
と
も
指
摘
す
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
右
記
述
を
読
み
、
承
知
し
て
い
る

か
。

三

外
務
省
と
し
て
、
二
の
「
元
政
府
高
官
」
、
「
元
政
府
関
係
者
」
と
は
誰
か
把
握
し
て
い
る
か
。

四

「
朝
日
記
事
」
に
は
、
「
外
相
へ
の
説
明
の
慣
行
は
、
〇
一
年
に
田
中
�
紀
子
衆
院
議
員
が
外
相
に
就
任
し
た
の
を
機
に

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
と
い
う
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
右
記
述
を
読
み
、
承
知
し
て
い
る

か
。

五

「
朝
日
記
事
」
に
は
、
「
あ
る
外
務
事
務
次
官
経
験
者
は
、
密
約
の
有
無
に
つ
い
て
は
確
認
を
避
け
た
が
『
今
は
密
約
を

記
し
た
文
書
は
ど
こ
に
も
残
っ
て
い
な
い
。
な
い
も
の
は
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
』
。
密
約
の
公
開
を
訴
え
る
民
主
党
が

政
権
に
就
い
て
も
、
関
連
文
書
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
の
言
い
分
と
見
ら
れ
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
外
務
省
と
し

て
、
右
記
述
を
読
み
、
承
知
し
て
い
る
か
。

六

外
務
省
と
し
て
、
五
の
「
あ
る
外
務
事
務
次
官
経
験
者
」
と
は
誰
か
把
握
し
て
い
る
か
。

二



七

二
、
四
及
び
五
の
内
容
は
じ
め
、
「
朝
日
記
事
」
の
記
述
は
、
事
実
を
反
映
し
た
も
の
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

八

七
で
、
「
朝
日
記
事
」
の
記
述
が
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
朝
日
新
聞
社
が
虚
偽
の
内
容
の

記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
同
新
聞
社
に
対
し
、
何
ら
か
の
意
見
を
伝
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


